
～低学年
ていがくねん

から～ 

『せかいでさいしょのポテトチップス』 

アン・ルノー 文
ぶん

 フェリシタ・サラ 絵
え

 

千葉
ち ば

 茂
しげ

樹
き

 訳
やく

 Ｂ
びー

Ｌ
える

出
しゅっ

版
ぱん

 

クラムさんは料
りょう

理
り

がだいすき。ある日
ひ

、クラ

ムさんのレストランに「ポテトをどっさりたべ

させてほしい」というおきゃくさんがやってき

て……。 

『もりのほうせきねんきん』 

新
あら

井
い

 文
ふみ

彦
ひこ

 写
しゃ

真
しん

・文
ぶん

  ポプラ社
しゃ

 

Ｑ．前
まえ

に読
よ

んだことのある本
ほん

をもう一度
い ち ど

読
よ

みたいけど、

タイトルが思
おも

い出
だ

せません。何
なん

という本
ほん

か調
しら

べること

はできますか？ 

Ａ．こども図
と

書
しょ

館
かん

では、本
ほん

を探
さが

すお手
て

伝
つだ

いをしています。ど

んな本
ほん

だったかをできるだけくわしく教
おし

えてください。物
もの

語
がたり

の本
ほん

かそうでないか、もし物
もの

語
がたり

なら日
に

本
ほん

のお話
はなし

か外
がい

国
こく

のお

話
はなし

か、どんな内
ない

容
よう

だったか。また、本
ほん

の大
おお

きさ、色
いろ

などの特
とく

徴
ちょう

や、いつ頃
ごろ

読
よ

んだかなど、より多
おお

くの情
じょう

報
ほう

があれば探
さが

し

やすくなるでしょう。 

なお、読
どく

書
しょ

の記
き

録
ろく

に「読
どく

書
しょ

貯
ちょ

金
きん

通
つう

帳
ちょう

」 

はいかがですか？ 広
ひろ

島
しま

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

の 

窓口
まどぐち

で配
はい

布
ふ

しているほか、ホームページ 

（http://www.library.city.hiroshima.jp/）からダウンロ 

ードすることもできますよ。 

 

                                         

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

こども図
と

書
しょ

館
かん

では毎
まい

月
つき

、絵
え

本
ほん

からクイズを出
だ

して

いるよ。今回
こんかい

は展
てん

示
じ

テーマ「平
へい

和
わ

を祈
いの

って」からの

クイズだよ。 

Q．きつねのたいほうは、なにに 

まほうをかけてつくったのかな？ 

『もっとおおきなたいほうを』 

二
ふた

見
み

 正
まさ

直
なお

 作
さく

 （福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

） 

をよんでみてね！本
ほん

は図
と

書
しょ

館
かん

にあるよ。 
こたえはつぎのブックルだよりでね。 

５．６月
がつ

号
ごう

のこたえ：「どうぶつえん」 

 

 

～中
ちゅう

学
がく

年
ねん

から～ 

『虫
むし

のしわざ探
たん

偵
てい

団
だん

』 

新
しん

開
かい

 孝
たかし

 写
しゃ

真
しん

・文
ぶん

 少
しょう

年
ねん

写
しゃ

真
しん

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

 

葉
は

っぱに残
のこ

る穴
あな

や固
かた

まりは、虫
むし

のしわざ。フ

ン、食
た

べあと、巣
す

などから分
わ

かる、虫
むし

たちの優
すぐ

れた技
わざ

や風
ふう

変
が

わりでふしぎな 習
しゅう

性
せい

を写
しゃ

真
しん

で

紹
しょう

介
かい

しています。 

 

『消
き

えた時
じ

間
かん

割
わり

』 

西
にし

村
むら

 友
ゆ

里
り

 作
さく

 大
おお

庭
ば

 賢
けん

哉
や

 絵
え

 学
がっ

研
けん

プラス 

～ 中
ちゅう

学
がく

生
せい

から～ 

『疾
しっ

風
ぷう

の女
じょ

子
し

マネ！』 

まはら 三
み

桃
と

 著
ちょ

 小
しょう

学
がく

館
かん

 

部
ぶ

活
かつ

のマネージャーになって、有
ゆう

望
ぼう

な男
おとこ

を捕
つか

まえようと考
かんが

えていた咲
さく

良
ら

。走
はし

る姿
すがた

を目
め

にした陸
りく

上
じょう

部
ぶ

男
だん

子
し

を追
お

いかけ、陸
りく

上
じょう

のことは何
なに

も知
し

らずに入
にゅう

部
ぶ

するが……。 

『人
ひと

の心
こころ

に木
き

を植
う

える』 

畠
はたけ

山
やま

 重
しげ

篤
あつ

 著
ちょ

 スギヤマ カナヨ 絵
え

  

講
こう

談
だん

社
しゃ

 

～高学年
こうがくねん

から～ 

『よくわかる大
たい

使
し

館
かん

』 

Ｐ
ぴー

Ｈ
えいち

Ｐ
ぴー

研
けん

究
きゅう

所
じょ

 

国
くに

・地
ち

域
いき

の政
せい

府
ふ

が話
はな

し合
あ

い、もめごとを解
かい

決
けつ

し、友
ゆう

好
こう

関
かん

係
けい

を強
つよ

めていくことを外
がい

交
こう

と

言
い

います。外
がい

交
こう

をになう大
たい

使
し

館
かん

や外
がい

交
こう

官
かん

の

役
やく

割
わり

と仕
し

事
ごと

を紹
しょう

介
かい

します。 

『アンデルセンのおはなし』 

ハンス・クリスチャン・アンデルセン 著
ちょ

 

スティーブン・コリン 英
えい

語
ご

訳
やく

 エドワード・

アーディゾーニ 選
せん

・絵
え

 江
え

國
くに

 香
か

織
おり

 訳
やく

 

のら書
しょ

店
てん

 

 

～幼
よう

児
じ

から～ 

『あのくもなあに？』 

富
とみ

安
やす

 陽
よう

子
こ

 ぶん 山
やま

村
むら

 浩
こう

二
じ

 え  

福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

 

空
そら

に浮
う

かぶ雲
くも

を見
み

ていると、巨
きょ

人
じん

が閉
し

めた

カーテンやてんぐのすわっているざぶとんに

見
み

えてきて……。声
こえ

に出
だ

して読
よ

みたいリズミ

カルな絵
え

本
ほん

。 

『ぼくらはいけのカエル』 

まつおか たつひで さく ほるぷ出
しゅっ

版
ぱん

 

 

「広
ひろ

島
しま

市
し

子
こ

どもの読
ど く

書
し ょ

活
かつ

動
どう

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

（第
だい

三
さん

次
じ

計画
けいかく

）」に基
もと

づき様
さま

々
ざま

な事
じ

業
ぎょう

に取
と

り組
く

んでいます。家
か

庭
てい

で一日
いちにち

５分
ふん

絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせをしましょう。 

 

Ｅ 
ふた 

486 
し 

913 
に 

Ｅ 
やま 

 

Ｅ 
まつ 
 

Ｅ 
サラ 

470 
あ 

320 
よ 

 

949   
あ 

 

913 
ま 

519 
は 
な   
 

 
利
り

用
よう

者
しゃ

の方
かた

からの 

質問
し つも ん

にお答
こた

えします！ 

 

開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

：午
ご

前
ぜん

９時
じ

～午
ご

後
ご

５時
じ

 

7月
がつ

の休
きゅう

館
かん

日
び

：7/2,9,17,23,30,31 

8月
がつ

の休
きゅう

館
かん

日
び

：8/13,14,20,27 

テーマで本
ほん

を読
よ

んでみよう！ 

「夏
なつ

大
だい

好
す

き！」（幼
よう

児
じ

から） 

夏
なつ

の絵
え

本
ほん

を読
よ

んでみよう！ 

『なつですよ』 

柴
しば

田
た

 晋
しん

吾
ご

 さく 近藤
こんどう

 薫
く

美
み

子
こ

 え 

（金
きん

の星
ほし

社
しゃ

） 

 

『すいかです』 

川端
かわばた

 誠
まこと

 作
さく

 （文
ぶん

化
か

出
しゅっ

版
ぱん

局
きょく

） 

 

『うみべであそぼう』 

なかの ひろみ ぶん  

小
こ

林
ばやし

 安
やす

雅
まさ

 しゃしん （福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

） 

 

Ｅ 

こん 

 

Ｅ 

かわ 

 

ＥＫ  

こば 

ライブラリー・サポーターズ 

（リブサポ）って？ 

こども図
と

書
しょ

館
かん

の行
ぎょう

事
じ

や館
かん

内
ない

作
さ

業
ぎょう

を 

サポートする中
ちゅう

学
がく

・高
こう

校
こう

生
せい

の会
かい

です。 

平
へい

成
せい

１９年
ねん

度
ど

に活動
かつどう

を開
かい

始
し

し、 

今年
こ と し

で１2年
ねん

目
め

になりました。 

5・6月
がつ

に行
おこな

ったリブサポ説
せつ

明
めい

会
かい

に

は、多
おお

くの中
ちゅう

学
が く

生
せい

・高
こ う

校
こ う

生
せい

が参
さん

加
か

し、今
こん

年
ねん

度
ど

は新
あら

たに 20名
めい

がリブサ

ポに登
と う

録
ろ く

しました。メンバーは随
ずい

時
じ

募
ぼ

集
しゅう

していますので、所
し ょ

定
てい

の申
もうし

込
こみ

用
よ う

紙
し

（ホームページからダウンロー

ド可
か

）に記
き

入
にゅう

し、こども図
と

書
し ょ

館
かん

へ申
も う

し込
こ

んでください。 
読
よ

み聞
き

かせサポーターとして活
かつ

動
ど う

を希
き

望
ぼう

する人
ひと

には、説
せつ

明
めい

会
かい

後
ご

に読
よ

み聞
き

かせ研
けん

修
しゅう

会
かい

を行
おこな

いま

した。こちらも多
おお

くの人
ひと

が受
じ ゅ

講
こ う

し、

毎
まい

月
つき

第
だい

３日
にち

曜
よ う

日
び

のリブサポのお

はなし会
かい

で絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせに

挑
ちょう

戦
せん

します。 
（↑第

だい

１回
かい

読
よ

み聞
き

かせ研
けん

修
しゅう

会
かい

の様
よ う

子
す

） 

（↑第
だい

２回
かい

リブサポ説
せつ

明
めい

会
かい

の様
よ う

子
す

） 

活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

によって３つのサポーターがいます。 

皆
みな

さんの参
さん

加
か

をお待
ま

ちしています！ 

毎月
まいつき

第
だい

２土
ど

曜
よ う

日
び

に、掲
けい

示
じ

物
ぶつ

の作成
さ くせい

やカウンター業
ぎょう

務
む

な

どの活動
かつどう

を行
おこな

っています。 

 

毎月
まいつき

第
だい

２土
ど

曜
よ う

日
び

、第
だい

３日
にち

曜
よ う

日
び

（行
ぎょう

事
じ

によって活
かつ

動
ど う

日
び

に

変
へん

更
こ う

あり）に、こども図
と

書
し ょ

館
かん

が開
かい

催
さい

するイベントや講
こ う

演
えん

会
かい

など、行
ぎょう

事
じ

の手
て

伝
つだ

いや企
き

画
か く

をしています。 

毎
まい

月
つき

第
だい

３日
にち

曜
よ う

日
び

に、幼
よ う

児
じ

・小
しょう

学
が く

生
せい

の子
こ

どもたちに向けて、

おはなし会
かい

で絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせをしています。（※読
よ

み聞
き

かせサポーターになるための今
こん

年
ねん

度
ど

の研
けん

修
しゅう

会
かい

は終
しゅう

了
りょう

しま

した。） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
『たんじょう会

かい

はきょうりゅうをよんで』 

如
きさ

月
らぎ

 かずさ 作
さく

 石
いし

井
い

 聖
きよ

岳
たか

 絵
え

 講
こう

談
だん

社
しゃ

 

「今
こ

年
とし

のたんじょう会
かい

は、ほんかくてきに

しよう」と、ぼくがはがきで作
つく

った招 待 状
しょうたいじょう

を

友達
ともだち

に送
おく

ったところ、手
て

違
ちが

いで礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しいき

ょうりゅうがやってきて――。 

『ともだちができちゃった！』 

セラ・アシャロン ぶん  光吉
みつよし

 夏
なつ

弥
や

 やく  

スーザン・パール え 大
だい

日
にっ

本
ぽん

図
と

書
しょ

 

大
だい

日
にっ

本
ぽん

図
と

書
しょ

 

 
『リサイクル楽

がっ

器
き

を楽
たの

しもう』（全
ぜん

４巻
かん

） 

上畑
うえはた

 美
み

佐
さ

江
え

 作
さく

 高村
たかむら

 忠
ただ

範
のり

 絵
え

 

野
の

々
の

下
した

 猛
たけし

 写
しゃ

真
しん

 汐
ちょう

文社
ぶんしゃ

 

缶
かん

やペットボトルなど、身
み

近
ぢか

にあるもの

をリサイクルして、いろいろな楽
がっ

器
き

を作
つく

っ

て楽
たの

しもう！ どんな音
おと

が出
で

るのかな？ 

『ぜんぶわかる！アサガオ』  

渡邉
わたなべ

 弘
こう

晴
せい

 著
ちょ

 ポプラ社
しゃ

 

 

『せんそうしない』 

たにかわ しゅんたろう ぶん 

えがしら みちこ え  講談社
こうだんしゃ

 

「こどもと こどもは せんそうしない 

けんかは するけど せんそうしない」 せ

んそうをすると、どうなってしまうのでしょ

うか。せんそうのこわさや平
へい

和
わ

の大切
たいせつ

さを伝
つた

える絵
え

本
ほん

です。 

『絵
え

本
ほん

 まっ黒
くろ

なおべんとう』 

児
こ

玉
だま

 辰
たつ

春
はる

 文
ぶん

 長澤
ながさわ

 靖
やすし

 絵
え

 

新
しん

日
に

本
ほん

出 版
しゅっぱん

社
しゃ

 

 

『おとなりさんは魔
ま

女
じょ

』 

ジョーン・エイキン 作
さく

 猪
いの

熊
くま

 葉
よう

子
こ

 訳
やく

 

岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

 

アーミテージ夫
ふ

妻
さい

は新
しん

婚
こん

旅
りょ

行
こう

で魔
ま

法
ほう

の石
いし

を

みつけ、たいくつせずにくらしたいと願
ねが

いま

した。その願
ねが

いどおり、一
いっ

家
か

のまわりにはふし

ぎな出
で

来
き

事
ごと

が次
つぎ

々
つぎ

におこります。 

『にせあかしやの魔
ま

術
じゅつ

師
し

』 

征
そ

矢
や

 清
きよし

 さく 林
はやし

 明
あき

子
こ

 え 

復
ふっ

刊
かん

ドットコム 

『夏
なつ

休
やす

み！発
はっ

酵
こう

菌
きん

ですぐできるおいしい 

自
じ

由
ゆう

研
けん

究
きゅう

』 

小
お

倉
ぐら

 ヒラク 文
ぶん

・絵
え

 あかね書
しょ

房
ぼう

 

ヨーグルト、みそ、パン……。目
め

に見
み

え

ない生
い

きもの「菌
きん

」を育
そだ

てて、「発
はっ

酵
こう

」させ

ると、おいしい食
た

べものに変
へん

身
しん

！ 手
て

順
じゅん

や約
やく

束
そく

をしっかり守
まも

って、挑
ちょう

戦
せん

しよう！ 

『どうしてトウモロコシにはひげがあるの？』 

藤
ふじ

田
た

 智
さとし

 著
ちょ

 少
しょう

年
ねん

写
しゃ

真
しん

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

 

 

『ドームがたり』 

アーサー・ビナード 作
さく

  

スズキ コージ 画
が

 玉
たま

川
がわ

大
だい

学
がく

出
しゅっ

版
ぱん

部
ぶ

 

ぼくは広
ひろ

島
しま

の「ドーム」。あの日、１発
ぱつ

の

爆
ばく

弾
だん

からウランのカケラが飛
と

び散
ち

った。ぼ

くはそれから考
かんが

え続
つづ

けている。カケラが

世
せ

界
かい

に広
ひろ

がらないか。生
い

きものが苦
くる

しまな

いか。 

『ほんとうにあった戦
せん

争
そう

と平
へい

和
わ

の 話
はなし

』 

講
こう

談
だん

社
しゃ

 

 

『オレたちの明
あ

日
す

に向
む

かって』 

八
や

束
つか

 澄
すみ

子
こ

 作
さく

 ポプラ社
しゃ

 

職
しょく

業
ぎょう

体
たい

験
けん

の学
がく

習
しゅう

で、保
ほ

険
けん

代
だい

理
り

店
てん

を選
えら

んだ

中
ちゅう

学
がく

２年生
ねんせい

の勇
ゆう

気
き

。お 客
きゃく

さんと誠実
せいじつ

に向
む

き合
あ

う今
いま

井
い

さんのもとでの体験
たいけん

をきっかけに、自
じ

分
ぶん

の

将
しょう

来
らい

を前
まえ

向
む

きに 考
かんが

え始
はじ

めます。 

『サリーの帰
かえ

る家
いえ

』 

エリザベス・オハラ 作
さく

 もりうち すみこ 

訳
やく

 さ・え・ら書
しょ

房
ぼう

 

 

『父
とう

さんの手
て

紙
がみ

はぜんぶおぼえた』 

タミ・シェム＝トヴ 作
さく

 

母
も

袋
たい

 夏
なつ

生
う

 訳
やく

 岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

 

ナチス占
せん

領
りょう

下
か

のオランダ。ユダヤ人
じん

の少
しょう

女
じょ

リーネケは、小
ちい

さな村
むら

の村
そん

医
い

の家
いえ

に匿
かくま

われる。

彼女
かのじょ

のもとには、別
わか

れて暮
く

らす父
ちち

親
おや

からの愛
あい

情
じょう

あふれる手
て

紙
がみ

が密
ひそ

かに届
とど

けられ……。 

『平
へい

和
わ

を 考
かんが

える戦
せん

争
そう

遺
い

産
さん

図
ず

鑑
かん

』 

安
やす

島
じま

 太
た

佳
か

由
よし

 写真
しゃしん

 著
ちょ

 岩崎
いわさき

書店
しょてん

 

 

～高学年
こうがくねん

から～ 

『哲
てつ

夫
お

の春
はる

休
やす

み 上
じょう

・下
げ

』 

斎
さい

藤
とう

 惇
あつ

夫
お

 作
さく

 金
かな

井
い

田
だ

 英
え

津
つ

子
こ

 画
が

  

岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

 

小
しょう

学
がっ

校
こう

最
さい

後
ご

の春
はる

休
やす

み、父
とう

さんの故
こ

郷
きょう

・

長岡
ながおか

へ一人
ひ と り

で旅
たび

をすることになった哲
てつ

夫
お

。

列
れっ

車
しゃ

で隣
とな

り合
あ

わせたおばさんと 話
はなし

をする

うちに、不
ふ

思
し

議
ぎ

なことが次
つぎ

々
つぎ

と起
お

こります。 

『図
と

書
しょ

館
かん

のひみつ』 

Ｐ
ぴー

Ｈ
えいち

Ｐ
ぴー

研
けん

究
きゅう

所
じょ
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列
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思
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研
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究
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『戦

せん

争
そう

がなかったら』 

高
たか

橋
はし

 邦
くに

典
のり

 著
ちょ

 ポプラ社
しゃ

 

報
ほう

道
どう

カメラマンの著
ちょ

者
しゃ

は、リベリアの内
ない

戦
せん

を取
しゅ

材
ざい

中
ちゅう

、３人
にん

の子
こ

どもたちに出
で

会
あ

いま

す。内
ない

戦
せん

後
ご

も彼
かれ

らを 10年
ねん

間
かん

追
お

い続
つづ

け、戦
せん

争
そう

が及
およ

ぼした影
えい

響
きょう

を写
しゃ

真
しん

と共
とも

に伝
つた

えます。 

『夏
なつ

の花
はな

たち』 

鈴
すず

木
き

 ゆき江
え

 著
ちょ

 ひくまの 出
しゅっ

版
ぱん

 

『身
み

近
ぢか

なものでふしぎな科
か

学
がく

実
じっ

験
けん

』 

山
やま

村
むら

 紳
しん

一
いち

郎
ろう

 著
ちょ

 誠
せい

文
ぶん

堂
どう

新
しん

光
こう

社
しゃ

 

輪
わ

ゴムや割
わ

りばしなど身
み

近
ぢか

な材
ざい

料
りょう

を使
つか

うものから、大人
お と な

の人
ひと

に協
きょう

力
りょく

してもらう本
ほん

格
かく

的
てき

なものまで、全
ぜん

20種
しゅ

類
るい

の科
か

学
がく

実
じっ

験
けん

を紹
しょう

介
かい

。実
じっ

験
けん

レポートのまとめ方
かた

も載
の

っていま

す。 

『おくむらあやおふるさとの伝
でん

承
しょう

料
りょう

理
り

』 

全
ぜん

13巻
かん

  

奥
おく

村
むら

 彪
あや

生
お

 文
ぶん

 農
のう

山
さん

漁
ぎょ

村
そん

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい
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『地
ち

層
そう

ってなんだろう』 全
ぜん

３巻
かん

 

目
もく

代
だい

 邦
くに

康
やす

 編
へん

著
ちょ

 汐
ちょう

文
ぶん

社
しゃ

 

身
み

近
ぢか

な海岸
かいがん

や川
かわ

、山
やま

などに行
い

って、地
ち

形
けい

や

地
ち

層
そう

、石
いし

ころを観
かん

察
さつ

し、地
ち

球
きゅう

の過去
か こ

を知
し

る

手
て

がかりをつかもう！ ２巻
かん

では地
ち

形
けい

や

地
ち

層
そう

を再現
さいげん

する実
じっ

験
けん

も紹
しょう

介
かい

しています。 

『理科
り か

をアートしよう』 

高
たか

木
き

 隆
りゅう

司
じ

 著
ちょ

 岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

 

 

『コービーの海
うみ

』 

ベン・マイケルセン 作
さく

 

代
だい

田
た

 亜香子
あ か こ

 訳
やく

 鈴
すず

木
き

出
しゅっ

版
ぱん

 

義
ぎ

足
そく

の少
しょう

女
じょ

コービーにとって、脚
あし

のことを

忘
わす

れさせてくれる海
うみ

だけが自
じ

分
ぶん

の居
い

場
ば

所
しょ

です。

いつものようにボートで海
うみ

に出
で

ていると、怪我
け が

を負
お

ったクジラと出会
で あ

い……。 

『 鳥
ちょう

海
かい

山
さん

の空
そら

の上
うえ

から』 

三輪
み わ

 裕
ひろ

子
こ

 作
さく

 佐
さ

藤
とう

 真紀子
ま き こ

 絵
え

 

小
こ

峰
みね

書
しょ

店
てん
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